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論文ではありませんが、中国帰国者の皆さまに関係が深い図説だ 

と思いましたので、一部分を紹介させていただきます。 
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[主な内容] 

 

第１章では、変わりゆく瀋陽の真っただ中で、今も残存している
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日本人旧居や銀行、ホテル、企業ビルなどの建造物を通し、主とし

て戦前の日本人の足跡をたどります。 

 

第２章では、瀋陽周辺の撫
ブ

順
ジュン

・ 長
チョウ

春
シュン

・丹
タン

東
トウ

にある建造物を通し

て、日本人ゆかりの地の現状を簡単に紹介します。 

 

第３章では、満洲開拓団の人たちが、満洲奥地から引揚船の出る葫
コ

芦
ロ

島
トウ

にたどりつくまでの逃避行経路に沿って、敗戦後の苦難の道の

りを紹介します。 

 

第４章は、引き揚げの地「葫芦島」の現状を紹介すると共に、1946

年５月から開始された引き揚げを帰還側、送還側双方の視点から取

り上げます。 

 

第３章開拓団の逃避行と引き揚げより本

文の一部抜粋 
 

1945 年、敗戦直前の８月９日午前零時にソ連軍が突如、満洲に侵

攻してきました。日ソ中立条約の破棄を宣言し、「日本がポツダム宣

言を拒否したため連合国の参戦要請を受けた」として宣戦を布告し

てきたのです。日本側では満 17 歳から 45 歳までの青壮年男子が根

こそぎ動員されており、開拓団の村には婦人や子ども、お年寄りが

残っている状態でした。 

彼らは着の身着のまま、必死で逃げました。奥地の開拓団はソ連

国境沿いの地から大河を渡り、山を越える逃避行の中で、襲撃や自

決による多数の犠牲者を出しました。 

たとえば、大
ター

八
パ

浪
ラン

（現在の中国黒龍江省樺南県大八浪郷）から逃避行

した長野県泰阜
やすおか

開拓団の人たちは、厳寒や飢餓、襲撃などにより、

おびただしい数の犠牲者を出しました。また、逃避行中に親と離れ

離れになり、泣いているところを中国人に拾われ、そのまま中国人

家庭に入って何十年も日本に帰るすべがなかった人たちも多数いま

した。生き延びるために中国人妻となり長い間、日本に帰国できな

くなった婦人も多数存在しています。彼らは「中国残留日本人」と
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終戦の翌年、引揚命令が出され引揚船の出る葫芦島港には日本人

が続々と終結しました。当時、港の岸壁には大勢の日本人が今か今

かと乗船の順番を待ちながら生活していました。乗船の順番を待つ

間にも栄養失調や病気で倒れ、亡くなる人も少なくありませんでし

た。路上で煮炊きし、雨で濡れた衣類を乾かしながら乗船日を待っ

て生活する人が多数いました。 

1946 年５月７日から 1948 年９月 20 日までに、葫芦島から 105 万

1047 人の中国居留日本人が帰還したと伝えられています。『葫芦島

百万日本居留民の大送還』（中国遼寧省葫芦島市政府新聞弁公室・社会

科学院編）によると、1946 年５月７日から 12 月 31 日までに 101 万

7549 人、1947 年６月 25 日から 10 月 25 日までに２万 9627 人、1948

年６月４日から９月 20 日までに 3781 人という日本人が葫芦島から

送還されました。日本人送還を記念して、葫芦島市内には『1050000

日本僑俘遣返之地』と書かれた碑が 2003 年に建立されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終戦時、海外には軍人と一般民間人を合わせて 660 万人の日本人

がいたとされています。そのうち約 155 万人が満洲に居留していま

した。このうちの 105 万人が葫芦島から帰還しました。 

 

日本では、第二次大戦敗戦による海外在住日本人の帰国を「引き

揚げ」といい、集団引き揚げを指しています。中国では「送還」あ

るいは「遣返」、「遣送」という表現になります。 

日本人居留民全体のうち、満洲開拓団関係者に限れば、その引き

揚げは 1946（昭和 21）年 5 月の開始から 11 月までに一応の帰還が完

了し、その数は約 11 万人（58700 世帯）です（満洲開拓史刊行会 1966: 

827-8）。 

終戦時に開拓民は 16 万７千人余、義勇隊は 5 万 8 千人余で合計

送還者（1946 年５月７日～1948 年９月 20 日） 

 
1946（昭和 21）年    1,017,549 
1947（昭和 22）年      29,627 
1948（昭和 23）年       3,781 
 

合計     1,050,957 （人） 
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22 万 5 千人余でした。死亡者と行方不明者の合計は 8 万 2 千人、ソ

連抑留者は 3 万 4 千人といわれます（前掲書: 829）。したがって満洲

移民の内地帰還者は、終戦時に生存していた人のおよそ半分です。 

 

当時、大東亜省は日本国内の食糧・住宅不足等様々な理由から居

留民を現地に留まらせる方針でした。これが引き揚げの遅延した原

因の１つです。また奉天をはじめとした満洲の南方や大連の海岸線

などは、八路軍（中国共産軍）やソ連軍が厳戒態勢をとり、封鎖され

た状態でした。1945（昭和 20）年 10 月からの朝鮮・台湾・中国本土

からの引き揚げが優先され、その後にやっと葫芦島から日本内地へ

の引き揚げが開始されることになったのは、敗戦から１年経過して

からのことでした。この１年間に飢餓や病気で多くの人が亡くなり

ました。 

 

1946 年 5 月 7 日、葫芦島から第１組の日本人 2489 人が２隻の船

に分乗して故国日本に向けて出帆しました。引揚船としてＬＳＴ（戦

車揚陸艦）、大型上陸用船艇、リバティー型輸送船、病院船などが使

用されました。アメリカ軍の上陸用船艇は、船尾が巨大な扉になっ

ており、戸がガラガラと下降する仕組みになっています。階段が四

角に設けられ、それぞれ甲板に出られるようになっていました。 

 

 

中国東北地方の遣送計画 

（葫芦島市対外文化交流協会・人民政府新聞弁公室編 2006: 90 を基に筆者作成） 

期別     地区          日本人の数  

第一期 錦州、海城、瀋陽など       398,000 
第二期   長春、吉林、延吉など       408,000 
第三期 哈爾濱、阿城、安東など      227,500 
第四期 北安、松花江、通化、大連など   405,500 
第五期 瓦房店               10,000 
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葫芦島の海（筆者撮影） 

 

 

1945 年 8 月 9 日のソ連軍侵攻から避難生活は、はや 1 年が経とう

としていました。乗船前に収容された錦州収容所では検疫が特に厳

しくなっていました。保菌者が出れば、その集団は何日も残されま

した。錦州収容所は、日本の軍営の厩でした。この収容所ではコレ

ラが蔓延
まんえん

し多くの死者が出ました。 

 

いよいよ葫芦島に向かう日、乗った列車は、木材を運ぶための側

面のない台車であったため、人々は振り落とされそうになり、必死

でしがみついていました。 

乗船にあたり、厳しい検閲が行なわれました。身に付けていた記

念章や写真はすべて没収され、思い出の品々もすべて取り上げられ

ました。 

引揚者は乗船前に、頭から爪先に至るまで全身に有機塩素系の殺

虫剤 DDT をかけられました。やっと乗船した引揚船中でも多くの死

者が出ました。船中で親に死なれ、孤児になった子どもたちや、子

どもに死なれ、悲嘆にくれる親たちの姿がありました。 

遺体はすぐに水葬に付されました。祖国日本まであと一歩のとこ

ろで亡くなった人は少なくありません。多難の末に生き延びた人た

ちは、佐世保港、博多港、舞鶴港にそれぞれ入港しました。 

                     （以上、一部抜粋） 
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（資料）  

 
（地図の出典：重田敞弘（2003）『母と子でみる「満州」再訪・再考』草の根

出版会） 
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